
モノク・ル7エノール（皿一ク・ルフエノール）

の分解度’試験成績報告書

　　　　　　　　　　　　　　　（試料姦　K－561B）

　　分子式　c6現。俳　　OH

轍◎、
　　性状
　　　　　外観　　黄色液体　溶解性　アルコールエーテル

　　　　　純度　　　　95％以．一h　　　　　　ク口口ホノレム等に易溶

　　　　　比重　　　1．28

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　使用）

驚鑑膿論轡・
　　　　　　試料濃度10O　ppm汚泥濃度　50ppm

　　　　　　　　　　　　　試験期間　2週間

　5て試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

1．　試験期間　　昭和55年5月8日～昭和55年7月18日

Z試料名　モノ如ル7干ノール（m一ク・ル7エノール）

5．　試験方法及び条件

5，2

五5

酸素消費盤測定

　51の記録による

生分解試験後の直接定量法

　（a）使用分析機器

　　　　全有機炭素分析計

　　　　ガスクロマトグラフ　検出器

　（b）分析試料の前処理

　　　　　賦験液

　・一部分取

　・遠心分離

　　（700¢

画 調

F工D

d口口皿分取
一クロロホルム90皿1

　塩化ナトリウム509

－抽出（甚偏とう15分間）

クロロホル媚

　　　無水硫酸ナトリウム

　　　撚

　　　100mlに定容

囲



（c）分析条件

　　　全有機炭素分析計（T　O　C計）

　　　流速　　TC回路　　200皿1／物

　　　温度　T　C炉　　900℃

　　　ガス如マトグラフ（GC嫉出器FエD

　　　　キャリアガス　　N2

　　　　充てん剤　　20％PEα20M／クロモソルブWAW＋2％現PO4

　　　ガラスカラム　　2皿nφ×1別

　　　　カラム温度　　　160℃

4　試験結果
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緻素消費量による嘉果
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Cによる整果＿＿↓
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※　負の値を得たので（一）とした

5．備　考

　　試料の採取

　　　　試料をシリンジにて25μ4とり・水及び基礎培養液

　　　　　　　　　　　　（こデ禧6）

　　　　に添加した。

　　　　　クーロメ一夕ーヘのセット状況
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試料は撹押後、直ちに溶解した。1水系虚5
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